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自発的開示と資本コストの関係を検証した研究としては，Lang and Lundholm (1993,
1996)，Botosan (1997)，Sengupta (1998)，Botosan and Plumlee (2000) 等がある。Lang













al. (1999)，Gelb and Zarowin (2002) 等がある。Welker (1995) は，証券アナリストの開
示に対する評価と株価のビッド・アスク・スプレッドの間に負の関係があることを示した。




益を獲得していることを明らかにした。Gelb and Zarowin (2002) は，証券アナリストに
よって開示水準の評価が高まった企業のうち，利益業績も伴って上がっている企業が，開
示水準の評価が低い企業に比較して，相対的に高い株価上昇がもたらされることを示した。






















を有している（La Porta et al. 1998)。米国で発見されたこれらの関係が，諸外国において


































Ertimur et al. (2007) は，経営者が IPO 後に自らの保有株式を売却できる期間になるまで
悪いニュースの開示を遅らせ，より楽観的な予測情報を公開する傾向があることを明らか
にした。




Healy and Palepu (2001) は，経営者が自発的開示を行う理由に関する調査が不十分であ



















に，La Porta et al. (2002) は，投資家が必要とする最小限の情報に関しては，強制的な開








企業の行う自発的開示に大きな影響を及ぼすマクロ経済要因として Healy and Palepu
(2001) は，技術革新およびグローバル化を挙げている。技術革新に関しては，費用化さ
れる先端的な研究を行っている企業の評価が強制開示による情報だけでは難しくなってい
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